




























































































































































































































































































いた 2010 年に 3 週間近く滞在した例があるもの
の、定着することはなかった。状況が大きく変化
したのは2014年の夏である。アゼチの岬に1頭が
約4か月、同時期に別の個体が1か月半滞在した。
その後、断続的ではあるもののラッコたちは定着
し、2016年秋からは3頭となった。 
 片岡氏はもともとラッコ観察を主として行って
きたわけではない。北海道で出会った海鳥エトピ
リカに惹かれ、浜中町に移り住んだ。エトピリカ
の観察と保護活動を行うために宿を開業し、以来、
30年以上ほぼ毎日浜中町での海鳥観察記録を取り
続けている。最初はそれほど興味を惹かれたわけ
ではなく、珍しい動物が見られたとフィールドノ
ートの片隅に記録していたにすぎなかった。片岡
氏の個人的な活動が任意団体となり、さらにはNPO
法人化し活動範囲が広がる中でエトピリカ以外の
海鳥や海獣も調査対象となっていった。そこでも、
海獣は主としてアザラシであった。しかし、2014
年からラッコがほぼ定着するようになった頃から、
ラッコは調査対象となっていく（写真③）。 
写真③湯沸岬で観察する片岡氏 
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片岡氏は「アザラシが海上に頭を出すだけに対
し、ラッコは動きが多く、見ていて飽きない」と
いう。最初はオスなのかメスなのかもわからなか
った。観察を続けていくなかで、少しずつ個体ご
との差がわかるようになった。繁殖期は毎日続け
てきたエトピリカの観察に、一年中行うラッコの
観察が追加された。ラッコの観察ポイントは主に
二つ。ラッコがよく浮かんでいる小島を見渡せる
アゼチの岬と、20m近い崖のある湯沸岬だ。湯沸岬
は上から見下ろせるためにペニスや乳首、顔の観
察がしやすいが、崖の上での観察は危険が伴う。
崖のすぐ下にいることもあるため、特に雪が積も
っている冬場は足を踏み外せば海に落下してしま
う。それでも、片岡氏は毎日、きついなぁと苦笑
いしながら現場に向かう。 
首にかみついてじゃれあっている２頭のうちの
１頭にペニスを見つけたこと、海鳥を食べるわけ
でもなくただ捕まえて殺して遊んでしまったこと、
片岡氏がラッコについて語るとき、それはラッコ
の行動に関しての発見や驚きが多い。多くの人た
ちがラッコのかわいさの虜になる一方、片岡氏は
その行動の魅力を語る。それは片岡氏が長年追い
続けているエトピリカがもつ魅力、美しさとは異
なるものだ。愛嬌があり、かわいらしい行動をす
るのに、ときに残虐性を見せる。それは、ある意
味、人間らしい動物だ。 
そんなラッコが浜中町で100 年以上ぶりに繁殖
するかもしれない。2016年から３頭のラッコが定
着し、オスとメスがいることが判明してから、片
岡氏の夢がひとつ増えた。 
 そして、今年5月、片岡氏から「ついにラッコ
に」というタイトルの興奮気味のメールが届いた。 
 
先ほど黒岩近くにいる親子を発見しました。 
はるか遠くの豆粒でしたが夢の叶った瞬間でし
た。 
 
このメールから３日後、片岡氏は子どもを抱く
母親を船上から確認。以後、順調に子育ては進ん
でいる（写真④）。 
写真④ラッコの赤ちゃん 
 
 
無事、子どもが育ったら、次の目標は地元の人
たちにラッコに対する理解を深めてもらうことだ。
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幸いにして、浜中町に定着しているラッコたちは
漁場と重ならない場所を餌場にしているため、現
在までのところ、漁業者からは被害報告はない。
しかし、数が増えれば納沙布岬のような軋轢が生
まれる可能性は十分にある。ラッコをただの害獣
にしないために片岡氏の活動はまだまだ続く。 
 
ラッコとの共存に向けて 
 
 北海道東部のラッコはこれまで個体数が多くな
かったこともあり、継続的な調査を続けている研
究者はいなかった。生息数調査も2017年8月に一
度行われたにすぎない。基礎的データの蓄積がな
いために、まずは個体数の把握からはじめなけれ
ばならない。しかし、この地域のラッコは繁殖が
確認されているユルリ、モユルリ島と定着地を往
復しているらしく、同じ数が確認されていても、
個体は入れ替わっている可能性がある。このため、
個体識別が重要となるが、これが極めて困難な作
業となる。クーちゃんのように距離が近く撮影が
しやすい環境である場合は別として、野生個体は
一般的に警戒心が強く、かなり距離がある。個体
識別のひとつの手法として鼻の傷の違いが挙げら
れるが、距離が遠くては観察・撮影できない。そ
こで、片岡氏が注目したのはラッコが使う石の存
在だった。ラッコは脇にポケットをもち、そこに
お気に入りの石や貝を入れておく習性がある。同
じ石を使っているのであれば、距離が遠くても判
別できるのではないかと石の撮影をはじめた。し
かし、光の加減や石の向きで、その識別もまた困
難であった。 
 そこで、私は今、根室市昆布盛漁港でラッコの
石の観察・撮影を行っている。ここでは最大5頭
のラッコが定着し、横からではあるが、浜中町に
比べると距離も比較的近い。とりわけ、漁港のテ
トラポットをねぐらにしている個体は数メートル
の距離まで接近するため、顔の撮影も容易であっ
た。鼻の傷の数と位置から、テトラポットをねぐ
らにしている個体は少なくとも2頭いることが判
明した（写真⑤、⑥）。はじまったばかりの調査で、
石の判別までには至っていないが、あわせてラッ
コの食物の記録を取ることで漁業被害が生じた際
にひとつの客観的な資料になるものと考えている。 
 研究者のポストは年々減り、常勤雇用どころか
非常勤ですら厳しい状況が続いている。成果重視
の今の風潮では個体数も少なく調査の難しいラッ
コのような動物は論文につながりにくく、敬遠さ
れがちだ。しかし、地域の人間が望むものは限ら
れた世界の人しか読まない論文ではなく、現実の
交渉の場で使える科学の裏付けのある基礎的デー
タではなかろうか。それがなければ、利害の異な
る関係者は交渉の場につくことすらできない。 
 片岡氏は言う。 
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私たちは所詮、アマチュアですから。研究者が
こういった問題や保護活動に取り組んでくれたら、
私たちは応援団でいいんですよ。 
 
 ラッコを通して、研究者はどうあるべきなのか
を問いかけられているように思えるのだ。 
 
關野伸之（せきののぶゆき） 
 
 
 
 
 
写真⑤2018年6月に撮影した個体 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真⑥2018年7月に撮影した個体 
 
